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Ⅰ
．
緒
言
：
地
方
戯
作
者
「
一
編
舎
十
九
」
他
の
出
現

化
政
期
以
降
、
書
物
の
全
国
的
な
流
通
を
受
け
持
つ
主
軸
と
し
て
、

地
本
問
屋
と
貸
本
屋
が
あ
っ
た
。
江
戸
・
大
坂
・
京
都
が
三
大
書
籍
流

通
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
が
、
尾
張
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
に
お
い
て
も
多

く
の
本
屋
が
営
業
し
て
い
た
。
三
都
お
よ
び
尾
張
以
外
で
刊
行
さ
れ
た

書
籍
を
「
地
方
版
」
と
い
う
が
、
そ
の
中
で
も
特
に
出
版
の
実
務
全
て

を
地
方
で
行
う
も
の
を
「
田
舎
版

（
注
１
）」

と
呼
ぶ
。
地
方
の
人
々
を
し
て
読

者
、
引
い
て
は
作
者
と
し
て
含
み
込
む
環
境
が
造
成
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

例
え
ば
、
次
章
掲
載
の
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
四
巻
に
、<

膝
栗

毛
物>

滑
稽
本
を
執
筆
す
る
「
素
人
作
者
」
名
が
列
記
さ
れ
、
そ
の
中

に
一
偏マ

マ

舎
十
九
（『
伊
勢
道
中
不
案
内
記
』）
や
十
方
舎
一
丸
（『
滑
稽
道

中
宮
島
土
産
』
初
～
三
編
）
が
あ
る
。
素
人
作
者
と
し
て
取
り
上
げ
ら

れ
た
彼
ら
で
は
あ
る
が
、
創
作
活
動
か
ら
鑑
み
る
と
佐
賀
や
大
坂
で
大

活
躍
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
ご
当
地
戯
作
者
が
導
出
さ
れ

る
土
台
が
出
来
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
十
返
舎
一
九
の
門

弟
」
と
い
う
視
座
に
お
い
て
、
大
変
興
味
深
い
彼
ら
も
地
方
か
ら
出
現

す
る
の
だ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
本
稿
で
は
先
行
研
究
で
既
に
そ
の
存
在
が

指
摘
さ
れ
て
い
な
が
ら
、「
十
返
舎
門
弟
」
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
は
論

じ
ら
れ
た
こ
と
が
な
い
、
代
表
的
な
地
方
の
戯
作
者
と
し
て
、
一
編
舎

十
九
と
十
方
舎
一
丸
を
取
り
あ
げ
る
。

で
は
、
ご
当
地
戯
作
者
の
作
品
が
如
何
様
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か
、

佐
賀
藩
士
の
戯
作
者
「
一
編
舎
十
九
」
こ
と
蒲
原
孝
栄
・
大
蔵
（
以
下
、

混
乱
を
避
け
る
た
め
に
主
に
「
大
蔵
」
と
略
す
）
か
ら
見
て
い
く
。
大

康
　
　
　
志
　
賢

佐
賀
の
一
編
舎
十
九
と
大
坂
の
十
方
舎
一
丸
の

　
　
　
十
返
舎
門
弟
と
し
て
の
戯
作
活
動
考
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蔵
作
二
十
一
点
を
翻
字
し
、
頭
註
を
付
け
た
『
佐
賀
県
近
世
史
料（

（

（
注

』
が

あ
る
。
そ
の
解
題
に
お
い
て
田
中
道
雄
は
、
大
蔵
の
作
品
は
い
ず
れ
も

文
芸
的
価
値
を
も
含
め
て
完
成
度
が
高
く
、「
地
方
文
芸
の
傑
作
」
と
呼

ぶ
に
相
応
し
い
と
評
価
す
る
。

こ
の
よ
う
に
既
に
一
定
の
評
価
も
さ
れ
て
い
る
彼
に
本
稿
が
注
目
す

る
理
由
は
、
先
行
の
研
究
文
献
に
は
、
大
蔵
の
戯
号
で
あ
る
「
一
編
舎

十
九
」
が
、
十
返
舎
一
九
の
名
前
を
捩
っ
て
い
る
と
は
指
摘
し
な
が
ら
、

十
返
舎
一
九
の
門
弟
で
あ
る
可
能
性
に
つ
い
て
は
論
じ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
戯
号
か
ら
し
て
門
弟
で
あ
ろ
う
（
後
掲
の
中
村
正
明
説
）
と
い
う

こ
と
が
十
分
予
想
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
位
の
藩
士
が
一
戯
作

者
の
弟
子
に
な
っ
た
と
想
定
す
る
に
は
違
和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

よ
っ
て
、
次
章
で
は
大
蔵
が
一
九
の
門
弟
で
あ
っ
た
可
能
性
を
論
じ
、

そ
の
よ
う
な
違
和
感
を
払
拭
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
十
返
舎
一
九
門
人
「
一
返
舎
十
九
」
と
大
蔵
が
同
人
で
あ
る
こ
と

を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
同
時
期
「
一
返0

舎
十
九
」

な
る
人
物
が
、
江
戸
で
活
躍
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
大
蔵
が
「
十
返

舎
一
九
」
の
名
前
を
捩
っ
た
「
一
編0

舎
十
九
」
を
、
地
方
滞
在
の
身
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
回
な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
自
作
に
用
い
続
け
る
か

ら
に
は
、
一
九
門
下
生
で
な
け
れ
ば
ま
ず
い
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

容
認
さ
れ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
か
ら
し
て
、
本
研
究
は
出
発

し
た
。

で
は
、「
一
返
舎
十
九
」
と
大
蔵
が
同
人
で
あ
る
こ
と
を
、
ど
の
よ
う

に
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
次
の
よ
う
な
様
々
な
論
点
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
先
ず
以
て
、「
一
返
舎
十
九
」
の
署
名
例
を
時
系

列
で
調
べ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
大
蔵
の
処
女
作
の
意
味
、「
城
北
礫
石
・

十
返
舎
一
九
門
人
・
春
日
庵
」
と
署
名
す
る
人
物
の
正
体
、
年
齢
・
履

歴
・
地
域
の
相
関
関
係
、
経
歴
の
問
題
、
滑
稽
本
の
戯
号
、
同
名
異
人

の
際
の
問
題
点
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
様
々
な
側
面
を
以
て
、
江

戸
の
十
返
舎
一
九
門
人
「
一
返
舎
十
九
」
と
、
佐
賀
の
「
一
編
舎
十
九
」

は
同
人
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
を
提
唱
し
た
い
。

Ⅱ
．
蒲
原
大
蔵
と
「
一
返
舎
十
九
」
同
人
の
根
拠

中
村
正
明
が
『
滑
稽
三
人
生
酔
』
の
解
題
に
、
当
該
作
品
の
画
賛
者

の
一
人
と
し
て
「
一
返
舎
十
九
：
佐
賀
藩
藩
士
、
戯
作
者
。『
伊
勢
道
中

不
案
内
記
』『
膝
栗
毛
附
録
』
な
ど
の
滑
稽
本
を
著
す
。
戯
号
か
ら
十
返

舎
門
人
と
思
わ
れ
る（

（

（
注

」
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
戯
号
の
類
似
点
以

外
は
、
同
人
と
す
る
根
拠
が
示
さ
れ
な
い
。
従
っ
て
、
同
人
で
あ
る
可

能
性
に
つ
い
て
、
次
の
六
つ
の
側
面
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

そ
の
一
、『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
の
解
題
か
ら
、
ヒ
ン
ト
に
な
り
得
る

と
こ
ろ
を
抜
粋
・
整
理
す
る
と
、「
戯
号
の
一
編
舎
十
九
が
十
編
舎
一
九

の
も
じ
り
で
あ
る
の
は
勿
論
だ
し
、『
伊
勢
道
中
不
案
内
記
』
が
『
東
海
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人
で
あ
る
可
能
性
の
最
初
の
扉
は
開
け
ら
れ
る
。

そ
の
二
、『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
解
題
・
註
２
に
は
「
○
浮
世
チ
ョ
ン

ガ
リ　

城
北
礫
石　

十
返
舎
一
九
門
人　

春
日
庵
杜
撰
」
の
チ
ョ
ン
ガ

リ
節
を
全
文
翻
字
し
て
、「
大
蔵
の
滑
稽
本
に
相
似
た
内
容
を
持
つ
、
肥

前
の
ち
ょ
ん
が
れ
の
一
資
料
（
伊
万
里
市
史
編
纂
室
蔵
）
…
作
者
を
十

返
舎
一
九
門
人
と
す
る
が
、
佐
賀
の
誰
か
が
戯
れ
て
江
戸
の
十
返
舎
一

九
の
門
人
を
勝
手
に
名
乗
る
も
の
か
。
そ
れ
と
も
、
一
編
舎
十
九
自
身

の
作
で
あ
ろ
う
か
。
内
容
か
ら
見
て
、
一
編
舎
十
九
自
身
で
あ
る
蓋
然

性
は
極
め
て
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」
と
解
説
す
る
。

こ
の
内
容
の
相
似
性
に
よ
る
田
中
道
雄
の
大
蔵
自
作
説
を
裏
付
け
る

傍
証
と
し
て
、
大
蔵
の
著
作
中
他
に
も
『
薬
師
ち
よ
ん
が
れ
』
が
あ
っ

て
、
興
味
を
寄
せ
て
い
た
一
分
野
で
あ
る
こ
と
、
礫
石
村
・
春
日
村
・

春
日
山
は
佐
賀
城
の
北
、
現
佐
賀
市
大
和
町
内
に
位
置
し
て
い
た（

（

（
注

こ
と

を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

他
に
は
大
蔵
が
一
九
門
人
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
資
料
が
な
い
。

よ
っ
て
、
春
日
庵
が
大
蔵
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
推
測
が
正
し

け
れ
ば
、「
城
北
礫
石　

十
返
舎
一
九
門
人　

春
日
庵
」
の
所
付
・
署
名

は
、「
一
九
門
人
に
違
い
な
い
一
返
舎
十
九
」
と
大
蔵
が
同
人
で
あ
る
、

確
か
で
唯
一
の
証
左
に
な
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
三
、
佐
賀
藩
士
の
彼
は
天
明
三
・
一
七
八
三
年
生
、
安
政
四
・

一
八
五
七
年
没
な
の
で
、
同
人
で
あ
れ
ば
、「
一
返
舎
十
九
」
と
い
う
名

道
中
膝
栗
毛
』
に
な
ら
っ
た
の
は
、
大
蔵
自
ら
①
そ
の
序
に
記
す
通
り

で
あ
る
。
…
『
不
案
内
記
』
は
…
②
『
膝
栗
毛
』
の
趣
向
を
そ
っ
く
り

頂
戴
し
て
い
る
部
分
（
：
本
文
頭
注
で
当
該
箇
所
毎
に
指
摘
さ
れ
る
）

は
確
か
に
あ
る
。
し
か
し
決
し
て
多
く
は
な
く
、
単
な
る
模
倣
作
と
見

る
べ
き
で
は
な
い（

（

（
注

」
と
い
う
、
傍
線
を
引
い
た
①
と
②
の
部
分
で
あ
る
。

こ
れ
を
以
て
、
大
蔵
こ
と
一
編
舎
十
九
と
「
一
返
舎
十
九
」
が
同
人
で

あ
ろ
う
と
推
論
す
る
最
初
の
傍
証
と
し
て
挙
げ
た
い
。

そ
の
①
に
あ
た
る
初
編
序
文
の
末
尾
を
確
認
す
る
と
、「
…
趣
向
は
田

舎
侍
の
む
く
つ
け
な
る
に
も
と
つ
き
、
江
戸
文
吉
［
に
］
相
槌
を
打
せ
、

北
筑
黒
崎
（
：
長
崎
街
道
の
宿
場
）
に
筆
を
初
め
て
初
編
六
冊
を
以
て

難
波
の
宿
り
に
と
ゝ
む
。
大
む
ね
、
東
武
の
英
才
十
編
舎
一
九
成
る
も

の
、
過
し
年
膝
栗
毛
数
編
を
顕
わ
し
て
海
内
の
臍
を
よ
ら
し
む
。
予
も

又
そ
の
糟
を
喰
ふ
て
、
耳
を
取
て
鼻
を
噛
む
の
こ
ち
つ
け
を
つ
ゞ
る
、

伊
勢
道
中
不
案
内
記
と
表
題
す
。
さ
れ
は
、
居
な
か
ら
に
し
て
只
筆
に

任
す
れ
は
、
其
国
其
所
の
言
葉
訛
り
を
知
ら
す
。
見
る
人
あ
ら
ば
其
罪

を
ゆ
る
し
給
へ
、
と
願
ふ
の
み
。
一
編
舎
十
九
狂
文
」
の
傍
線
部
の
と

こ
ろ
か
ら
、
一
九
に
対
す
る
敬
意
が
読
み
取
れ
よ
う
。

斯
く
し
て
、
大
蔵
の
処
女
作
で
代
表
作
の
『
伊
勢
道
中
不
案
内
記
』

が
、
一
目
置
い
て
い
る
一
九
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
に
な
ら
っ
た
こ

と
を
序
文
で
表
明
し
つ
つ
、
実
際
に
ス
ト
ー
リ
ー
の
趣
向
と
し
て
も
用

い
て
い
る
こ
と
を
以
て
、
彼
が
「
十
返
舎
門
人
・
一
返
舎
十
九
」
と
同
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の
管
見
初
出
で
あ
る
文
化
期
末
（『
滑
稽
三
人
生
酔
』
画
賛
）
は
三
十
代

前
半
で
、
そ
の
名
の
管
見
最
後
作
（『
奥
羽
一
覧
道
中
膝
栗
毛
』
画
賛
）

は
六
十
八
歳
と
い
う
晩
年
に
当
た
り
、
年
齢
上
齟
齬
し
な
い
。
因
み
に
、

大
蔵
は
初
代
一
九
よ
り
十
八
歳
年
下
に
な
る
。

『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
解
題
に
お
け
る
大
蔵
の
経
歴
に
鑑
み
る
と
、
彼

は
寛
政
十
一
・
一
七
九
九
年
か
ら
文
化
八
・
一
八
一
一
年
ま
で
江
戸
で

暮
ら
し
て
い
た
が
、
養
父
孝
古
の
不
祥
事
で
文
化
五
・
一
八
〇
八
年
か

ら
三
年
間
浪
人
し
て
の
ち
文
化
八
年
佐
賀
藩
に
帰
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、

同
人
で
あ
れ
ば
帰
郷
し
た
後
、
佐
賀
滞
在
中
に
次
掲
の
序
文
や
画
賛
を

江
戸
か
ら
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
大
蔵
は
文
政
十
三
・
一
八
三
〇

年
隠
居
し
て
没
す
る
ま
で
、
自
作
の
写
本
に
は
「
一
編
舎
十
九
」
の
筆

名
で
通
し
た
が
、
江
戸
版
行
の
文
政
二
・
一
八
一
九
年
刊
一
九
作
に
寄

せ
る
次
掲
序
文
や
画
賛
、
弘
化
・
嘉
永
期
刊
行
三
代
目
一
九
作
に
寄
せ

る
画
賛
に
は
、
江
戸
人
に
馴
染
み
深
い
「
一
返
舎
十
九
」
の
筆
名
、
と

い
う
ふ
う
に
区
別
し
て
用
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
以
上
、
年
齢
・

履
歴
・
地
域
の
使
い
分
け
と
い
う
面
で
、
同
人
だ
と
見
做
し
て
も
矛
盾

点
は
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
四
、
大
蔵
が
江
戸
滞
在
中
（
寛
政
十
一
年
十
七
歳
か
ら
文
化
八

年
二
十
九
歳
ま
で
）
は
、
初
代
一
九
が
旺
盛
に
活
躍
し
て
い
た
時
期
で

あ
る
。
そ
の
中
で
も
彼
が
浪
人
し
て
い
た
文
化
五
年
二
十
六
歳
の
時
か

ら
文
化
七
年
二
十
八
歳
ま
で
の
時
期
は
、『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
の
大

ヒ
ッ
ト
で
初
代
一
九
の
戯
作
者
と
し
て
の
最
盛
期
に
当
た
る
。
従
っ
て
、

浪
人
し
て
い
た
時
期
に
人
気
戯
作
者
一
九
の
門
下
生
に
な
っ
て
、「
一
返

舎
十
九
」
と
名
乗
り
始
め
た
と
し
て
も
、
不
可
解
な
こ
と
で
は
な
い
の

で
あ
る
。

一
九
と
蒲
原
孝
栄
こ
と
大
蔵
と
の
、
確
た
る
接
点
を
物
語
る
物
証
は
、

今
一
つ
物
足
り
な
い
の
で
は
あ
る
が
、
以
下
、
同
人
と
い
う
視
座
か
ら

経
歴
を
辿
っ
て
図
示
し
て
み
て
、
齟
齬
点
は
生
じ
な
い
の
か
確
か
め
る
。

※
大
蔵
と
一
返
舎
十
九
の
経
歴
図
（
ゴ
シ
ッ
ク
体
が
「
一
返
舎
十
九
」
の
事
柄
）

寛
政
十
一
・
一
七
九
九
年
十
七
歳
に
し
て
江
戸
へ
出
府
。
蒲
原

孝
古
の
養
子
と
な
り
蒲
原
孝
栄
を
称
す
。
真
面
目
な
養
子
で
は
な

く
放
蕩
児
（
大
蔵
作
『
草
庵
の
記
』）。

（
文
化
四
年
の
春
、
貸
本
屋
東
邑
閣
藤
六
板
の
番
付
『
江
戸
戯
作
画

工
新
作
者
付
』
に
登
載
さ
れ
る　
「
一い

っ
ぺ
ん
し
ゃ
は
く
へ
い

返
舎
白
平
」
と
は
別
人
）

文
化
五
・
一
八
〇
八
年
二
十
六
歳
～
文
化
七
・
一
八
一
〇
年
二

十
八
歳
に
浪
人
中
、
十
返
舎
一
九
に
入
門
か
。

文
化
八
・
一
八
一
一
年
二
十
九
歳
に
し
て
佐
賀
藩
に
帰
っ
て
家

老
に
次
ぐ
職
ま
で
登
り
詰
め
る
。

文
化
末
期
成
立
草
稿
一
九
作
滑
稽
本
『
滑
稽
三
人
生
酔
』
の
画

賛
者
「
一
返
舎
十
九
」。�

�
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文
政
二
・
一
八
一
九
年
刊
一
九
作
合
巻
『
八
百
屋
料
理
・
青
物

語
』
の
序
者
「
門
人
・
一
返
舎
十
九
」。

同
年
刊
一
九
作
滑
稽
本
『
続
膝
栗
毛
』
九
編
の
画
賛
者
「
一
返

舎
十
九
」。

文
政
三
・
一
八
二
〇
年
刊
同『
続
膝
栗
毛
』十
編
の
画
賛
者「
門

人
・
一
返
舎
十
九
」。

文
政
五
・
一
八
二
二
年
刊
同
『
続
膝
栗
毛
』
十
二
編
の
画
賛
者

「
一
返
舎
十
九
」。

文
政
十
三
・
一
八
三
〇
年
（
：
天
保
元
・
庚
寅
）
四
十
八
歳
に

し
て
佐
賀
藩
の
職
務
か
ら
引
退
す
る
。

天
保
二
・
一
八
三
一
年
以
前
～
嘉
永
末
・
一
八
五
四
年
頃
の
約

二
十
四
年
間
、「
一
編
舎
十
九
」
と
し
て
滑
稽
本
を
中
心
に
約
三
十

点
執
筆
。

天
保
二
・
一
八
三
一
年
刊
同
『
続
々
膝
栗
毛
』
初
編
の
画
賛
者

「
一
返
舎
十
九
」。

弘
化
三
・
一
八
四
六
年
刊
三
代
目
一
九
作
滑
稽
本
『
げ
こ
の
こ

こ
ろ
い
き
か
ん
ぜ
ん
め
し
下
戸
質
氣
勸
善
飯
』
の
画
賛
者
「
十
返

舎
門
人
・
一
返
舎
十
九
」。

弘
化
五
・
嘉
永
元
・
一
八
四
八
年
～
嘉
永
三
・
一
八
五
〇
年
刊

同
『
奥
羽
一
覧
道
中
膝
栗
毛
』
の
画
賛
者
「
一
返
舎
十
九
」。�

�

（
刊
年
不
詳
、
肥
前
の
ち
ょ
ん
が
れ
資
料
「
○
浮
世
チ
ョ
ン
ガ
リ　

城
北
礫
石　

十
返
舎
一
九
門
人
・
春
日
庵
杜
撰
」）

安
政
四
・
一
八
五
七
年
四
月
二
日
、
七
十
五
歳
に
て
没
。

以
上
の
略
歴
上
、
同
人
と
み
な
し
て
齟
齬
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
た
次
第
で
あ
る
。

そ
の
五
、
先
行
文
献
で
紹
介
さ
れ
る<

膝
栗
毛
物>

を
書
い
た
多
く

の
玄
人
や
素
人
を
含
む
作
者
名
の
中
で
、
次
章
に
取
り
上
げ
る
「
十
方

舎
一
丸
」
及
び
当
該
の
「
一
編
舎
十
九
」
以
外
は
、「
十
返
舎
一
九
」
な

る
名
前
を
模
し
た
作
者
が
少
な
い
。
よ
っ
て
、<

膝
栗
毛
物>

の
著
作

の
際
は
、
原
作
者
名
を
捩
っ
て
み
よ
う
、
と
い
う
共
通
意
識
は
働
か
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
、
先
述
の
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
四
巻（

（

（
注

の
、<

膝
栗
毛
物>

の

滑
稽
本
を
執
筆
す
る
素
人
作
者
名
中
に
、
十
方
舎
一
丸
や
一
偏マ

マ

舎
十
九

以
外
は
、
十
返
舎
一
九
の
名
前
を
模
し
た
作
者
名
は
見
当
た
ら
な
い
。

尾
崎
久
弥
「
膝
栗
毛
物
の
研
究（

（

（
注

」
に
紹
介
さ
れ
る<

膝
栗
毛
物>

の
作

者
名
に
は
、「
十
方
舎
一
丸
」（『
滑
稽
道
中
宮
島
土
産
』・『
談
合
膝
栗

毛
』）
以
外
は
、
一
九
の
類
似
名
は
な
い
。『
膝
栗
毛
文
芸
集
成
』
全
四

十
巻（

（

（
注

よ
り
、
作
者
名
か
ら
し
て
十
返
舎
門
弟
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測

可
能
な
作
者
の
作
品
は
、
第
二
十
巻
の
四
返
半
舎
四
分
半
九
作
『
湯
殿

山
街
道
浮
世
道
記
』（
天
保
九
年
成
立
）、
第
二
十
二
巻
の
九
牛
舎
一
毛

作
『
浮
世
道
中
宿
屋
栗
毛
』（
天
保
三
年
刊
）、
第
二
十
四
巻
の
十
方
舎



― 43 ―

一
丸
作
『
浮
世
談
合
膝
栗
毛
』
ぐ
ら
い
で
あ
る（

（

（
注

。
十
返
舎
一
九
を
捩
っ

た
名
前
の
作
者
名
が
案
外
少
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
と
い
う
の
は
、
十

返
舎
門
弟
で
は
な
い
人
た
ち
が<

膝
栗
毛
物>

を
執
筆
す
る
こ
と
で
、

膨
大
な
「
膝
栗
毛
文
芸
」
は
構
築
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、<
膝
栗
毛
物>

を
書
く
か
ら
に
は
作
者
名
も
戯
れ
に
「
十

返
舎
一
九
」
に
習
お
う
と
い
う
素
人
作
者
が
い
た
か
も
知
れ
な
い
と
い

う
疑
問
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
模
倣
意
識
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
や
は
り
「
十
返
舎
一
九
」
の
名
前
を
捩
っ
て
自
分
の
著
作

に
用
い
続
け
る
か
ら
に
は
、
一
九
門
下
生
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

だ
ろ
う
と
い
う
文
化
を
、
大
蔵
が
一
九
門
弟
で
あ
っ
た
と
い
う
傍
証
の

一
つ
に
挙
げ
た
い
。

殊
に
、「
十
返
舎
一
九
」
な
る
名
跡
は
、
代
々
四
代
目
ま
で
襲
名
さ
れ

て
い
て
、
十
返
舎
社
中
が
明
治
初
期
ま
で
維
持
さ
れ
て
い
た（

（注

（
注

。
大
蔵
こ

と
一
編
舎
十
九
作
滑
稽
本
は
、
い
く
ら
地
方
の
写
本
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、

貸
本
屋
な
ど
を
通
し
て
回
し
読
み
と
い
う
形
で
商
品
と
し
て
供
さ
れ
て

い
た
に
違
い
な
い
。
十
返
舎
社
中
の
了
解
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
用
い

に
く
い
戯
号
で
あ
っ
た
と
思
し
い
。

そ
の
六
、
天
保
二
年
以
前
に
起
筆
し
た
大
蔵
の
処
女
作
『
伊
勢
道
中

不
案
内
記
』
初
編
は
、『
膝
栗
毛
』
に
学
ぶ
こ
と
を
、
前
述
の
如
く
序
文

で
宣
言
し
た
作
品
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
江
戸
の
「
一
返
舎
十
九
」
と
佐

賀
の
「
一
編
舎
十
九
」
が
別
人
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
蔵
が
「
一
編
舎
十

九
」
と
命
名
し
た
の
は
、『
膝
栗
毛
』
の
原
作
者
名
を
勝
手
に
オ
マ
ー

ジ
ュ
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
な
ぜ
な
ら
、
同
時
期
江
戸
で
は
同

じ
読
み
が
想
定
さ
れ
る
「
一
返
舎
十
九
」
が
、
既
に
活
躍
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
且
つ
又
、
生
存
中
の
初
代
一
九
が
既
存
の
門
弟
と
酷
似
す

る
戯
号
を
与
え
た
は
ず
も
な
か
ろ
う
。
或
い
は
、
四
代
目
一
九
に
至
る

ま
で
門
下
を
盛
り
立
て
て
、
名
実
と
も
に
長
い
間
活
動
し
て
い
た
十
返

舎
社
中
（
脚
注
23
参
照
）
が
不
知
、
あ
る
い
は
知
っ
て
い
て
知
ら
な
い

振
り
を
し
て
い
た
と
も
考
え
に
く
い
。
地
域
的
に
離
れ
て
い
て
、
写
本

の
み
に
用
い
ら
れ
、
掛
け
離
れ
た
身
分
と
い
う
こ
と
で
、
暗
黙
の
了
解

を
得
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

大
蔵
が
「
一
編
舎
十
九
」
を
一
回
限
り
の
戯
号
で
は
な
く
、
処
女
作

以
降
ず
っ
と
貫
い
た
の
は
、
引
退
後
、
主
に
「
滑
稽
本
」
作
者
と
し
て

生
き
た
彼
に
と
っ
て
、
相
応
し
い
筆
名
と
自
ら
判
断
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

「
十
返
舎
一
九
」
を
思
わ
せ
る
筆
名
に
て
、
滑
稽
本
を
製
作
す
る
意
図
・

利
益
は
言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
。
天
保
二
年
八
月
初
代
一
九
没
し
、
江

戸
で
二
・
三
・
四
代
目
一
九
が
名
跡
を
継
い
で
い
っ
た
時
期
を
、
佐
賀

で
長
く
生
き
た
大
蔵
で
あ
る
。

戯
号
の
誕
生
・
名
付
け
方
を
考
え
る
と
、
初
代
一
九
は
本
名
の
重し

げ

田た

貞さ
だ
か
ず一

、
幼
名
の
市
九
を
意
識
し
て
「
一
九
」、
香
道
の
十
返
り
を
意
識
し

て
「
十
返
舎
」
と
し
た
と
い
う
が
、
門
弟
は
師
匠
の
名
前
の
一
部
を
頂

く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
漢
字
よ
り
読
み
方
が
大
事
だ
っ
た
り
す
る
。
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初
代
一
九
も
寛
政
期
に
は
名
前
の
「
へ
ん
」
に
当
た
る
漢
字
に
、「
遍
・

扁
・
偏
」
と
様
々
付
け
て
い
た（

（注

（
注

よ
う
に
、
戯
作
者
の
場
合
、
漢
字
一
文

字
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
署
名
が
多
々
存
す
る
の
で
あ
る
。
狂
歌
師
の
狂

名
（
（注

（
注

や
戯
作
・
歌
舞
伎
の
外
題
の
読
み
方
か
ら
し
て
窺
え
る
よ
う
に
、
漢

字
だ
け
で
は
正
し
く
読
め
な
い
人
名
や
題
名
が
多
い
。
戯
号
と
は
そ
も

そ
も
戯
れ
に
付
け
る
筆
名
で
、
そ
の
真
意
が
漢
字
だ
け
で
は
伝
わ
ら
ず
、

読
ん
で
み
て
は
じ
め
て
伝
わ
る
側
面
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
戯
号
の
読
み
方
は
漢
字
に
劣
ら
ず
大
事
で
、
同
じ
読
み
方
が
予
想
さ

れ
る
「
一
返
舎
十
九
」
と
「
一
編
舎
十
九
」
が
、
同
時
期
の
同
名
異
人

で
は
甚
だ
ま
ず
い
文
化
的
状
況
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
江
戸
の
一
返
舎
十
九
に
は
「
門
人
」
と
付
け
加
え
ら
れ
た
署

名
が
あ
る
も
の
の
、
佐
賀
の
一
編
舎
十
九
に
は
門
下
で
あ
る
こ
と
を
示

す
言
葉
が
全
く
付
さ
れ
な
い
の
は
、
身
分
上
の
憚
り
か
ら
だ
ろ
う
か
、

或
い
は
私
淑
だ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
存
疑
で
あ
る
。
前
掲
大
蔵
こ
と
一

編
舎
十
九
の
処
女
作
序
文
で
「
東
武
の
英
才
十
編マ

マ

舎
一
九
成
る
も
の
、

過
し
年
膝
栗
毛
数
編
を
顕
わ
し
て
海
内
の
臍
を
よ
ら
し
む
。
予
も
又
そ

の
糟か

す

を
喰
ら
ふ
て
」
本
作
を
故
事
付
け
る
、
と
い
う
行
文
か
ら
は
、
師

弟
関
係
を
肯
定
も
否
定
も
し
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
初
代
一
九
を

高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

狂
文
体
伝
記
と
い
え
る
『
草
庵
の
記（

（注

（
注

』
に
よ
れ
ば
、「
大
蔵
は
若
年
時

か
ら
奔ほ

ん
ぽ
う放

不ふ

き羈
に
振
る
舞
っ
た（

（注

（
注

」
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
性
格
か

ら
し
て
、
青
年
期
に
は
放
蕩
児
の
姿
と
も
な
り
、
そ
の
行
く
末
に
、
四

十
八
才
で
の
潔
い
致
仕
と
い
う
行
動
が
あ
っ
た
か
、
と
い
う
理
解
を
田

中
道
雄
は
示
す
。
そ
も
そ
も
、
江
戸
滞
在
の
時
節
、
江
戸
巷
間
の
芝
居

や
見
世
物
に
う
つ
つ
を
抜
か
し
、
最
下
級
の
女
郎
と
交
わ
り
、
最
下
級

の
食
べ
物
を
楽
し
ん
だ
と
『
草
庵
の
記
』
で
告
白
す
る
か
ら
に
は
、
戯

作
者
の
門
下
生
に
な
っ
て
い
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
青
年
期
を
送
っ

た
と
い
う
解
釈
が
可
能
に
な
る
。
逆
に
、
そ
の
よ
う
な
放
蕩
児
生
活
を

狂
文
体
で
は
あ
る
が
赤
裸
々
と
告
白
し
な
が
ら
、
戯
作
壇
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
は
一
切
触
れ
な
い
の
も
逆
に
不
思
議
で
は
あ
る
。

以
上
、
大
蔵
の
処
女
作
、「
城
北
礫
石
・
十
返
舎
一
九
門
人
・
春
日

庵
」
の
正
体
、
年
齢
・
履
歴
・
地
域
、
経
歴
、
戯
号
の
付
け
方
、
同
名

異
人
の
場
合
の
ま
ず
い
状
況
な
ど
、
様
々
な
傍
証
を
以
て
、
江
戸
の
十

返
舎
一
九
門
人
「
一
返
舎
十
九
」
と
佐
賀
の
「
一
編
舎
十
九
」
は
同
人

で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
を
提
起
し
た
次
第
で
あ
る
。

「
一
返
舎
十
九
」
な
る
署
名
は
、
大
蔵
が
帰
郷
し
た
文
化
末
期
か
ら
江

戸
で
現
わ
れ
始
め
る
。
作
者
名
で
は
な
く
、
序
者
・
画
賛
者
名
と
し
て

あ
る
の
で
、
佐
賀
藩
に
て
職
務
を
果
た
す
傍
ら
、
乞
わ
れ
る
が
ま
ま
に

送
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
天
保
元
年
佐
賀
藩
の
職

務
か
ら
離
れ
る
の
で
、
当
年
か
翌
天
保
二
年
か
ら
「
一
編
舎
十
九
」
な

る
署
名
を
作
者
名
に
用
い
始
め
た
の
で
あ
る
。

天
保
二
年
八
月
七
日
初
代
一
九
が
没
す
る
。
よ
っ
て
、
ま
だ
生
存
中
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の
初
代
一
九
が
、
既
存
門
弟
の
戯
号
と
酷
似
す
る
そ
れ
を
大
蔵
に
与
え

た
は
ず
も
な
く
、
戯
作
者
の
戯
号
は
漢
字
に
ま
し
て
読
み
方
も
大
事
で
、

同
じ
読
み
方
が
想
定
さ
れ
る
「
一
返
舎
十
九
」
と
「
一
編
舎
十
九
」
が

同
時
期
の
同
名
異
人
で
は
甚
だ
ま
ず
か
っ
た
と
い
う
社
会
文
化
的
背
景
、

そ
し
て
、
青
年
期
の
大
蔵
が
戯
作
者
の
門
下
に
入
っ
た
と
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
肥
前
の
名
門
の

藩
士
が
一
九
門
弟
に
な
っ
た
と
い
う
違
和
感
は
、
こ
れ
に
て
少
し
は
払

拭
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

Ⅲ
．
広
島
出
身
・
大
坂
の
戯
作
者
「
十
方
舎
一
丸
」
の
多
彩

な
著
作
活
動
に
つ
い
て

戯
作
壇
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
自
ら
進
ん
で
は
触
れ
な
い
大
蔵
と

は
逆
の
人
物
と
し
て
、
広
島
生
ま
れ
に
て
大
坂
で
活
躍
す
る
「
十
方
舎

一
丸
」
が
い
る
。
大
蔵
と
は
正
反
対
に
、
十
返
舎
一
九
の
門
弟
で
あ
る

こ
と
を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
な
人
物
で
あ
る
。

身
分
・
立
場
の
相
異
が
も
た
ら
し
た
、
戯
作
者
と
し
て
特
別
な
著
作
姿

勢
の
前
者
と
、
典
型
的
な
著
作
姿
勢
の
後
者
と
い
う
対
照
性
が
際
立
つ

二
人
で
あ
る
。
彼
ら
を
同
時
に
考
察
す
る
こ
と
で
、
同
時
期
、
地
方
戯

作
者
が
活
躍
で
き
る
土
壌
を
築
き
あ
げ
る
の
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
、

「
十
返
舎
門
下
」
の
文
化
史
的
意
義
を
見
直
し
た
い
。

十
方
舎
一
丸
：
幕
末
期
安
芸
広
島
の
生
ま
れ
。
大
坂
で
活
躍
し
た
戯
作
者
。
十
返

舎
一
九
の
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
に
触
発
さ
れ
て
『
宮
嶋
名
所
新
膝
栗
毛
』『
滑

稽
道
中
宮
嶋
み
や
げ
』
を
著
す
。
天
保
～
嘉
永
期
に
か
け
て
、『
手
妻
独
稽
古
』

『
風
流
秘
事
袋
』『
手
妻
は
や
合
点
』『
手
妻
早
伝
授
』『
新
板
て
じ
な
で
ん
じ
ゅ
』

等
多
く
の
伝
授
本
を
著
す
。
文
だ
け
で
な
く
、
飄
逸
な
挿
絵
も
描
い
て
い
る（

（注

（
注

。

こ
の
よ
う
に
奇
術
文
化
史
と
い
う
側
面
か
ら
注
目
さ
れ
評
価
さ
れ
る

十
方
舎
一
丸
で
あ
る
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
日
本
古
典
籍
総
合
目
録

デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
で
検
索
す
る
と
、
二
十
四
件
も
ヒ
ッ
ト
す
る
と
い
う

結
構
な
作
品
数
を
誇
る
人
物
で
あ
る
。
ま
た
、
浮
世
絵
文
献
資
料
館
サ

イ
ト（

（注

（
注

に
は
、
天
保
十
四
・
一
八
四
三
年
～
嘉
永
四
・
一
八
五
一
年
ま
で

の
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
十
方
舎
一
丸
自
画
作
目
録
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、

一
言
で
い
う
と
、
広
島
出
身
に
て
大
坂
で
活
躍
す
る
多
才
多
能
な
戯
作

者
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

で
は
、
一
丸
が
活
躍
し
た
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
を
代
表
す
る
作
品
の
書

誌
を
中
心
に
述
べ
る
こ
と
で
、
一
丸
に
お
け
る
十
返
舎
門
下
と
い
う
こ

と
の
意
味
合
い
を
考
え
る
。
先
述
の
佐
賀
藩
士
の
大
蔵
と
は
正
反
対
に
、

下
記
引
用
文
中
、
波
線
を
引
い
た
如
く
、
十
返
舎
一
九
の
門
弟
で
あ
る

こ
と
を
殊
更
に
強
調
す
る
姿
勢
が
顕
著
な
人
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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Ⅲ－
１
．
自
画
作
の
滑
稽
本

Ⅲ－
１－
１
．『
浮
世
談
合
膝
栗
毛
』

天
保
十
五
・
一
八
四
四
年
自
序
、
初
編
上
下
巻
の
二
冊
も
の
に
て
「
浪

華
・
滑
稽
堂
蔵
版
」
が
『
浮
世
談
合
膝
栗
毛（

（注

（
注

』
で
あ
る
。
内
題
「
浮
世

談
合
膝
栗
毛
初
編
上
巻
」
下
に
「
十
方
舎
一
丸
著
」
と
あ
っ
て
、
本
文

の
体
裁
、
挿
絵
、
全
て
初
代
一
九
作
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
を
模
し
て

い
る
。

【
図
１
】『
談
合
膝
栗
毛
』
序
文
／
【
図
２
】『
道
中
膝
栗
毛
』
初
編
序
文

序
文
末
尾
を
み
る
と
、「
自
序
。
…
。（
本
文
よ
り
二
字
下
げ
小
文
字

で
）
…
故
人
十
遍マ

マ

舎
一
九
先
生
の
遺わ

す
れ
が
た
み弟

浪
花
衽お

く
び

街ま
ち

の
寓か

り
す
ま
い居

に
禿
筆

を
採
て
。
天
保
甲
辰
晩
春
・
十
方
舎
一
丸
識
（
＋
印
）」【
図
１
】
の
当

該
印
は
、
一
九
の
本
名
「
重
田
貞
一
」
を
表
象
す
る
「
唐
の
芋
に<

貞>

字
」【
図
２
】
の
熊
手
な
ら
ぬ
「
唐
の
芋
に<

十
貝>

字
と
右
に
点（

（注

（
注

」
の

熊
手
を
用
い
て
い
る
。
本
文
の
み
な
ら
ず
印
し
ま
で
一
九
を
模
し
て
い

る
こ
と
が
こ
の
よ
う
に
見
比
べ
て
わ
か
る
。

口
上
に
は
「
先せ

ん

師し

の
名
作
を
汚け

が

す
…
」
と
あ
っ
て
文
机
の
前
に
頬
杖

付
い
て
座
る
作
者
の
肖
像
に
「
自
画
」
と
い
う
文
字
が
右
下
に
置
か
れ

る
。
こ
れ
も
一
九
作
『
膝
栗
毛
』
初
編
の
自
画
像
を
模
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

本
文
中
の
挿
絵
か
ら
印
し
を
確
認
す
る
た
め
に
、
印
し
の
一
部
の
み

切
り
取
っ
て
み
る
と
、「
自
画
＋
唐
の
芋
に<

十
貝>

字
」、「
唐
の
芋
に

<

十
貝
点>

字
」、「
自
画
＋
熊
手
」【
図
３
】
と
い
う
三
種
を
繰
り
返
し

用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

【
図
３
】『
談
合
膝
栗
毛
』
挿
絵
の
部
分
図

跋
文
に
お
い
て
「
…
故
十
遍マ

マ

舎
一
九
先
生
の
膝
栗
毛
な
り
。
予
が

家あ

に兄
、
先
生
の
作
意
を
慕
ふ
甚
し
く
、
遂つ

い

に
も
っ
て
、
師
弟
の
約
を
な

し
、
一
丸
の
号
を
受
。
薄ふ

し
や
は
せ命

な
る
哉
。
其そ

の
も
ん門

に
遊
ふ
事
須す

く
な
く更

し
て
…
」

初
代
一
九
が
没
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
一
丸
は
落
胆
し
て
十
年
を
ぼ
っ

と
過
ご
し
た
が
、「
原も

と

は
師
匠
の
あ
と
を
追
ふ
」
て
本
作
を
執
筆
す
る
こ

と
と
な
っ
た
と
、
跋
文
を
記
す
「
家
弟
・
呑
の
直
根
」
と
い
う
実
弟
は

未
詳
で
あ
る
。

猶
、「
一
丸
」
と
い
う
名
前
の
み
に
注
目
す
る
と
、
初
代
一
九
の
周
り
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に
も
う
一
人
存
す
る
。
文
化
十
一
・
一
八
一
四
年
刊
合
巻
『
成な

る
ほ
ど程

根ね
っ
か
ら
い
っ
く
が
さ
く

殻
一
九
作
』
十
四
ウ
に
描
か
れ
る
、「
十
返
舎
社
中
」
な
る
茶
番
連
中

に
「
一
丸
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
右
跋
文
内
容
か
ら
し
て
十
方
舎
一
丸

は
、
一
九
晩
年
の
弟
子
と
思
わ
れ
、
ま
た
、
活
躍
時
期
か
ら
し
て
も
別

人
と
思
し
い
。

Ⅲ－

１－

２
．『
滑
稽
道
中
宮
島
土
産
』

嘉
永
三
・
一
八
五
〇
年
～
五
・
一
八
五
二
年
刊
、
初
編
～
三
編
の
全

七
冊
も
の
の
『
滑
稽
道
中
宮
島
土
産（

（注

（
注

』
は
、
前
掲
『
浮
世
談
合
膝
栗
毛
』

の
よ
う
に
初
代
一
九
作
『
膝
栗
毛
』
を
模
し
た
作
品
で
あ
る
。
全
編
の

見
返
し
に
は
「
広
島
両
書
房
合
梓
」
を
表
す
文
面
が
あ
る
の
に
、
奥
付

の
「
発
行
書
肆
」
に
は
広
島
の
井
筒
屋
勝
治
郎
と
世
並
屋
伊
兵
衛
と
共

に
、
大
坂
の
藤
屋
九
兵
衛
が
載
る
の
で
、
初
版
は
広
島
の
井
筒
屋
と
世

並
屋
相
版
に
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
再
印
に
当
た
っ
て
大
坂
の
藤
屋
が
加

わ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
初
・
二
・
三
編
の
奥
付
が
同
一
の
、

こ
の
三
つ
の
書
肆
が
連
な
る
当
該
底
本
は
再
印
本
で
あ
る
。
そ
し
て
、

初
編
拾
遺
は
初
・
二
・
三
編
よ
り
も
遅
れ
て
刊
行
さ
れ
る
が
、
そ
の
初

編
拾
遺
奥
付
を
み
る
と
、
大
坂
の
藤
屋
九
兵
衛
の
他
に
、
江
戸
の
須
原

屋
茂
兵
衛
、
江
戸
の
岡
田
屋
嘉
七
ま
で
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

つ
ま
り
、
広
島
の
地
で
発
行
さ
れ
た
郷
土
本
（
田
舎
版
）
が
、
大
坂
や

江
戸
で
流
通
販
売
さ
れ
て
い
た
証
例
に
な
る
。「
地
方
出
来
の
滑
稽
本
が

全
国
的
に
広
く
流
通
し
た
数
少
な
い
例（

（注

（
注

」
と
い
え
よ
う
。

そ
の
初
編
上
巻
自
序
に
は
「
…
予
が
故こ

し師
十
返
舎
翁
…
」
と
師
弟
関

係
に
触
れ
る
。
附
言
に
は
「
さ
き
に
予
談
合
膝
く
り
毛
、
一
編
を
著
し
、

幸
に
行
れ
た
り
と
て
、
書
肆
そ
の
嗣じ

編へ
ん

を
乞
ふ
こ
と
頻し

き
り也

。
…
故
郷
広

島
な
る
、
…
」
云
々
と
い
っ
て
、
作
者
の
一
丸
が
故
郷
広
島
の
板
元
に

招
か
れ
宮
島
見
物
を
行
っ
た
こ
と
、
そ
こ
で
依
頼
さ
れ
て
執
筆
し
た
も

の
だ
と
明
か
す
の
で
あ
る
。
初
代
一
九
が
信
州
松
本
の
本
屋
、
高
美
甚

左
衛
門
の
招
待
に
て
御
当
地
を
来
訪
し
、
土
地
の
風
俗
や
言
葉
な
ま
り

を
反
映
し
て
『
続
膝
栗
毛
』
八
編
を
書
い
た（

（注

（
注

如
く
、
板
元
よ
り
取
材
費

を
頂
く
十
方
舎
一
丸
は
最
早
素
人
作
者
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を

物
語
る
。

初
編
下
巻
跋
文
で
も
「
我わ

が

師し

一い
ち
ま
る丸

先
生
は
、
故
人
一
九
大
先
生
の
遺ゐ

弟て
い

に
し
て
、
…
。
門
人
・
五
方
舎
半
丸
識（

（注

（
注

」
と
、
弟
子
の
口
を
借
り
て

初
代
一
九
と
の
師
弟
関
係
に
触
れ
る
。
そ
の
弟
子
と
は
、
一
丸
を
先
生

と
呼
ぶ
門
人
「
五
方
舎
半
丸
」
で
あ
る
。
初
編
拾
遺
序
文
の
「
…
十
方

舎
先
生
…
。
門
人
・
五
方
舎
半
丸
述
（
＋
唐
の
芋
に<

キ>

字
）」【
図

４
】
の
印
は
、
師
匠
と
同
じ
く
熊
手
の
印
で
あ
る
。
初
編
拾
遺
附
言
の

「
一
丸
自
ら
謹
で
し
る
す
（
＋
唐
の
芋
に<

十
貝
点>

字
）」【
図
５
】
の

熊
手
印
と
見
比
べ
る
と
、
酷
似
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
初
編
上
・
下
巻

や
三
編
挿
絵
中
に
は
、
こ
の
「
門
人
・
五
方
舎
半
丸
」
の
画
賛
も
付
さ

れ
る
。
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【
図
４
】『
宮
島
土
産
』
初
編
拾
遺
序
文
／
【
図
５
】
同
附
言

因
み
に
、
金き

ん
れ
い
し
ゃ
い
っ
ぽ
う

鈴
舎
一
寶
や
五
返
舎
半
九
の
よ
う
に
、
初
代
一
九
直
系

の
高
弟
と
い
え
る
戯
作
者
や
、
正
統
な
弟
子
と
し
て
門
下
に
認
め
ら
れ

た
と
思
し
き
九
返
舎
一
八
・
三
亭
春
馬
こ
と
三
代
目
一
九
は
、「
十
返
舎

一
九
」
と
い
う
名
跡
を
襲
名
す
る
前
か
ら
熊
手
の
印
を
用
い
る（

（注

（
注

。
勿
論

四
代
目
一
九
も
熊
手
の
印
を
用
い
る
。
熊
手
の
印
は
一
九
門
下
で
あ
る

と
い
う
表
象
な
の
で
あ
る
。
当
該
滑
稽
本
の
内
題
下
に
「
浪
花
・
十
方

舎
一
丸
著
」
と
記
名
す
る
彼
は
、
安
芸
・
広
島
出
身
で
浪
花
で
画
工
を

も
兼
ね
た
専
門
戯
作
者
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
初
代
一
九
と
は
年
齢

も
地
域
も
掛
け
離
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
正
統
な
弟
子
で
あ
る
こ
と
を

疑
わ
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
名
前
や
印
に
て
こ
の

よ
う
に
門
下
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅲ－

２
．
自
画
作
の
遊
戯
書
『
手
妻
早
伝
授
』

『
滑
稽
道
中
宮
島
土
産
』
初
編
を
出
す
前
年
の
嘉
永
二
・
一
八
四
九
年

に
は
、
自
画
作
遊
戯
書
『
手て

妻づ
ま
は
や
で
ん
じ
ゅ

早
伝
授
』
が
、
大
坂
書
林
三
店
の
相
版

に
て
板
行
さ
れ
て
い
た
。
大
屋
書
房
オ
ン
ラ
イ
ン
・
カ
タ
ロ
グ（

（注

（
注

で
「
十

方
舎
一
丸
作
画
、
文
政
八
年
序
刊
、
河
内
屋
太
助
板
」
と
あ
る
本
で
あ

る
。
序
文
年
記
「
己
酉
」
が
「
乙
酉
」
の
よ
う
に
も
み
え
る
こ
と
か
ら
、

文
政
八
・
一
八
二
五
年
に
誤
認
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
猶
、
次
掲
②
の

板
元
は
江
戸
と
大
坂
の
書
林
十
軒
が
参
与
す
る
中
で
、
大
坂
で
は
河
内

屋
茂
兵
衛
と
河
内
屋
藤
兵
衛
が
参
与
し
て
お
り
、
大
屋
書
房
オ
ン
ラ
イ

ン
・
カ
タ
ロ
グ
搭
載
の
河
内
屋
太
助
板
は
未
見
で
あ
る
。

【
図
６
】『
手
妻
早
伝
授
』
①
序
文
／
【
図
７
】
同
②
序
文

で
は
、
底
本
を
以
下
三
種
に
大
別
す
る
。

①
国
文
研
三
井
本
は
、
一
冊
全
三
十
三
丁
（
巻
尾
の
版
心
「
手　

三

十
三
終
」）・
全
三
十
九
話
も
の
で
、
序
文
に
「
嘉
永
二
己
酉
の
孟
春
【
図

６
】　

十
方
舎
一
丸
自
識
（
＋
熊
手
の
み
の
印
）」、
目
次
題
に
「
酒
席
一
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興
手て

妻づ
ま
は
や
で
ん
じ
ゅ

早
伝
授
」、
巻
尾
に
「
十
方
舎
一
丸
画
輯
」、
奥
付
に
「
二
編
一

冊
近
刻
／
前
編
漏
た
る
新
奇
の
て
づ
ま
を
か
づ
〳
〵
あ
つ
む
」「
嘉
永
二

酉
年
四
月
／
大
阪
書
林

0

0

0

0　

播
磨
屋
伊
之
助
・
伊
丹
屋
善
兵
衛
・
大
和
屋

嘉
兵
衛
」
と
あ
る
。
本
文
中
、
つ
ま
り
十
七
話
・
二
十
二
話
・
三
十
五

話
・
三
十
七
話
の
挿
絵
に
、
一
丸
の
熊
手
の
印
を
付
け
た
袴
や
羽
織
を

着
た
男
性
が
多
く
登
場
す
る
。
し
か
し
、
熊
手
紋
様
を
付
け
た
彼
ら
の

顔
は
一
致
せ
ず
、
若
者
も
い
れ
ば
老
人
も
い
る
。
所
謂
自
画
像
で
は
な

い
わ
け
で
あ
る
。
猶
、
三
十
三
話
の
前
に
は
作
者
の
口
上
と
し
て
書
入

に
「
一
丸
曰
〽
此
所
の
訳
口く

伝で
ん

等
は
前
に
し
る
し
ご
ざ
り
ま
す
る
ヱ
ヘ

ン
〳
〵
」
と
ヒ
ン
ト
を
与
え
た
り
、
詞
書
の
末
尾
に
熊
手
の
み
を
描
き

入
れ
た
り
す
る
。
そ
し
て
、
二
十
三
話
の
小
道
具
の
扇
子
や
、
二
十
六

話
の
詞
書
を
繋
ぐ
合
印
に
も
熊
手
を
使
用
す
る
等
、
何
か
と
熊
手
を
以

て
作
者
を
示
す
楽
屋
落
ち
的
な
挿
絵
が
多
い
。

②
大
空
社
影
印
本（

（注

（
注

（
：
国
立
劇
場H

6-4/ 127

本
と
同
）
は
、
一
冊
全

三
十
丁
（
巻
尾
の
版
心
「
二
十
八
」）・
全
三
十
五
話
も
の
で
、
序
文
に

「
己
酉
の
初
冬
上
澣
（
：
十
月
上
旬
）　

十
方
舎
一
丸
識
（
＋
唐
の
芋
に

<

十
貝
点>

字
の
熊
手
印
）」【
図
７
】、
巻
尾
に
「
十
方
舎
一
丸
画
述

（
＋
唐
の
芋
に<

十
貝
点>

字
の
印
）」
と
あ
る
。
奥
付
に
広
告
や
板
行

時
期
は
記
さ
れ
ず
、「
書
林
」
と
し
て
江
戸
の
須
原
屋
茂
兵
衛
を
は
じ
め

と
し
て
八
軒
、
大
坂
の
河
内
屋
茂
兵
衛
と
河
内
屋
藤
兵
衛
の
二
軒
、
合

わ
せ
て
十
軒
の
書
林
が
並
記
さ
れ
る
。
大
坂
で
板
行
さ
れ
た
一
丸
の
当

該
作
が
間
も
な
く
江
戸
の
書
林
に
ま
で
広
が
る
ほ
ど
人
気
作
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
書
の
口
絵
の
暖
簾
に
は
、<

十
貝
点>

字
の
熊
手
が

鏤
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
一
丸
の
印
し
を
着
物
に
付
け

た
男
性
が
、
四
・
十
三
・
十
四
・
十
七
話
・
巻
尾
に
、
熊
手
の
下
の
部

分
を
着
物
の
紋
様
に
し
た
子
供
が
、
六
・
三
十
一
・
三
十
四
話
に
い
て
、

作
者
を
表
象
す
る
楽
屋
落
ち
的
な
要
素
が
多
く
含
ま
れ
る
作
品
と
い
え

る
。
因
み
に
、
こ
の
よ
う
な
要
素
を
以
て
、
山
本
慶
一（

（注

（
注

は
『
手
妻
早
伝

授
』
に
は
「
登
場
す
る
芸
人
た
ち
の
着
物
の
模
様
が
な
ぜ
か
十
方
舎
一

丸
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
著
者
十
方
舎
一
丸
、
芸

人
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
」
と
、
一
丸
の
職
業
を
「
芸
人
」
つ
ま
り
手

品
師
と
推
測
す
る
。
次
掲
の
横
山
泰
子
指
摘
の
如
く
、
纏
ま
っ
た
遊
戯

書
を
も
の
に
す
る
彼
で
あ
る
。
専
業
よ
り
兼
業
の
戯
作
者
が
多
か
っ
た

こ
と
に
鑑
み
る
と
、
手
品
師
が
戯
作
の
著
述
に
手
を
染
め
る
の
は
十
分

首
肯
で
き
よ
う
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
前
掲
書
①
は
嘉
永
二
年
正
月
序
、
同
年
四
月

板
行
、
②
は
嘉
永
二
年
十
月
序
、
板
行
時
期
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
②

は
①
よ
り
遅
れ
て
書
か
れ
た
序
文
な
の
で
、
①
の
奥
付
の
近
刻
予
告
に

示
さ
れ
た
二
編
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
の
自
序
の
「
…
差
出
す
手
妻
の

二
編
目
を
、
か
い
て
く
れ
な
ゐ
の
…
」
と
い
う
文
脈
か
ら
し
て
も
二
編

と
推
定
さ
れ
る
。
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③
国
立
劇
場
本
（H

6-4/86/1

）
は
②
と
同
内
容
だ
が
、
巻
尾
の
後
、

半
丁
の
広
告
文
と
、
更
に
半
丁
の
奥
付
が
付
さ
れ
る
。
広
告
文
と
は
「
手

妻
早
伝
授
三
編
一
冊
／
十
方
舎
一
丸
著
・
同
狂
画
／
初
へ
ん
に
も
れ
た

る
て
づ
ま
其
外
く
さ
〳
〵
の
秘
と
う
を
あ
つ
め
た
る
お
も
し
ろ
き
よ
み

物
也
」、
そ
の
横
に
平
伏
す
る
裃
姿
の
男
性
曰
く
「
手
妻
早
伝
授
初
編
先

達
而
新
板
」
を
出
し
た
が
、「
殊
之
外
御
評
判
」
で
、
二
編
目
も
出
し
て

好
評
だ
っ
た
ら
三
編
目
も
出
す
こ
と
を
口
上
の
形
で
広
告
し
て
い
る
。

③
の
奥
付
に
「
嘉
永
■
■
年
七
月
／
三
都
書
林
」
と
し
て
江
戸
の
須
原

屋
茂
兵
衛
・
出
雲
寺
万
治
郎
、
京
都
の
丸
屋
善
兵
衛
・
丹
後
屋
岩
治
郎
、

大
坂
の
河
内
屋
源
七
郎
・
伊
丹
屋
善
兵
衛
・
大
和
屋
嘉
兵
衛
が
並
記
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
②
で
は
抜
け
て
い
た
①
の
大
坂
の
板
元
の
中
で
、
伊

丹
屋
善
兵
衛
・
大
和
屋
嘉
兵
衛
も
再
び
参
与
し
て
き
て
、
江
戸
・
大
坂
・

京
都
三
都
に
お
け
る
発
行
に
な
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
本
作
よ
り
早
く
天
保
十
四
・
一
八
四
三
年
に
は
、
他
の
一
丸

作
遊
戯
書
『
手
妻
独
稽
古（

（注

（
注

』
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
と
い
う
と
、
前
掲

の
自
画
作
滑
稽
本
『
浮
世
談
合
膝
栗
毛
』（
天
保
十
五
年
自
序
）
よ
り
も

先
に
、
彼
は
遊
戯
書
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

放
下
師
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
推
定
が
成
り
立
つ
わ
け
で
あ
る
。

Ⅲ－

３
．
川
柳
絵
本
の
画
工
、
自
画
作
の
川
柳
絵
本
と
噺
本

一
丸
は
自
画
作
滑
稽
本
『
浮
世
談
合
膝
栗
毛
』
を
出
し
た
翌
年
、
川

柳
絵
本
『
い
ろ
は
蔵
新
柳
樽
』
の
序
文
と
挿
絵
を
担
当
す
る
。
披
見
で

き
た
『
い
ろ
は
蔵
新
柳
樽
』
の
所
蔵
先
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
『
忠
臣
蔵
』
第
六
巻
収
載
本（

（注

（
注

、
②－

１
：
早
大
蔵
本
（
ヘ
09 03795

の
前
半
部
）、
②－

２
：
早
大
蔵
本
（
ヘ
09 03795

の
後
半
部
）、
③
天

理
大
学
図
書
館
蔵
本
（
ざ
二
四
二
・
６
）、
④
小
泉
吉
永
蔵
本
（
国
文
研

デ
ジ
タ
ル
画
像
）、
⑤－

１
：
天
理
大
蔵
本
（
ざ
二
四
六
・
２
の
前
半

部
）、
⑤－

２
：
天
理
大
蔵
本
（
ざ
二
四
六
・
２
の
後
半
部
）、
⑥
天
理

大
蔵
本
（
ざ
二
四
三
・
３
）
で
あ
る
。

初
編
と
し
て
先
ず
以
て
、
弘
化
二
・
一
八
四
五
年
、
摺
付
表
紙
の
外

題
に
「
い
ろ
は
蔵
新
柳
樽
・
初
編
」
と
あ
っ
て
、
見
返
し
に
「
十
方
舎

一
丸
戯
墨
、
い
ろ
は
ぐ
ら
新
た
に
ひ
ら
く
柳
多
留
、
な
め
て
し
る
ら
ん

忠
信
の
味
、
初
編
、
浪
花
・
玉
扇
亭
新
梓
」
と
あ
る
①
が
出
る
。
①
と

対
を
成
し
て
、
二
年
後
の
弘
化
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
当
初
の
二
編
が
、

③
④
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
初
編
は
浪
花
玉
扇
亭
板
の
①
が
出
た
翌
年
、
早
速
改
題
再

板
本
が
出
る
。
弘
化
三
・
一
八
四
六
年
刊
・
江
戸
明
石
屋
宗
助
板
の
②

－

１
で
あ
る
が
、
更
に
嘉
永
三
・
一
八
五
〇
年
に
は
江
戸
吉
田
屋
文
三

郎
他
板
の
⑤－

１
も
出
る
。
一
方
、
二
編
は
弘
化
四
年
刊
「
浪
速
越
田

榻
」
板
③
④
の
後
、
別
本
（
見
返
し
「
東
邉
僕
選
・
戴
斗
画
」）
と
し
て

『
忠
臣
蔵
新
柳
樽
』
と
改
題
さ
れ
、
嘉
永
六
・
一
八
五
三
年
に
江
戸
上
州

屋
重
蔵
板
の
⑤－
２
が
出
る
。
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さ
て
、
②－

１
は
見
返
し
に
、
①
と
ほ
ぼ
同
じ
く
「
十
方
舎
一
丸
戯

墨
、
い
ろ
は
ぐ
ら
新
た
に
ひ
ら
く
柳
多
留
、
な
め
て
し
る
ら
ん
忠
信
の

味
、
初
編
、
東
都
・
明
石
堂
梓
」
と
あ
っ
て
、
傍
線
の
書
肆
の
み
改
刻

し
て
い
る
。
ま
た
、
奥
付
は
①
の
書
名
、
刊
記
、
書
肆
を
改
刻
し
て
「
忠

臣
蔵
新
柳
樽
・
二
編
近
刻
／
同
三
編
近
刻
／
弘
化
三
丙
午
仲
夏　

東
都

書
房　

浅
草
福
井
町
三
丁
目
明
石
屋
宗
助
」
と
あ
る
如
く
、
①
の
大
坂

か
ら
②－

１
は
江
戸
へ
と
、
板
元
が
引
き
替
わ
る
。
①
に
あ
っ
た
一
丸

の
序
文
（
一
オ
・
一
ウ
）
も
削
除
さ
れ
る
。
巻
尾
（
二
十
ウ
）
に
あ
っ

た
「
一
丸
画
」、
柱
刻
「
初
編
・
二
～
二
十
」
は
①
と
同
じ
で
、「
吉
村
」

の
名
主
一
印
（
弘
化
二
年
改
）
が
②－
１
の
初
編
巻
首
（
二
オ
）
に
も

残
る
。

こ
の
②－

１
は
本
文
や
絵
組
が
①
と
同
じ
だ
が
、
①
で
施
し
て
い
た

絵
様
に
お
け
る
薄
墨
の
重
ね
摺
り
が
省
略
さ
れ
、
着
物
の
紋
様
も
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
再
版
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
初

編
は
①
か
ら
②－

１
へ
と
改
題
再
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
書
誌
か
ら
し
て
、
当
該
川
柳
絵
本
の
製
作
・
流
通
の
流

れ
を
、
次
の
よ
う
に
想
定
で
き
る
。
大
坂
で
弘
化
二
年
に
初
編
①
が
玉

扇
亭
板
に
て
刊
行
さ
れ
た
折
か
ら
二
編
も
計
画
さ
れ
た
が
、
遺
存
す
る

二
編
は
、
弘
化
四
年
刊
・
浪
速
越
田
榻
板
で
、
弘
化
四
年
冬
の
序
・
跋

文
を
附
す
③
、
綿
屋
喜
兵
衛
（
金
随
堂
・
雲
随
堂
）
の
奥
付
を
附
す
④
、

嘉
永
六
年
刊
・
江
戸
上
州
屋
重
蔵
の
奥
付
を
附
す
⑤－

２
、
刊
年
不
明
・

板
元
不
明
の
②－

２
で
あ
る
。
従
っ
て
、
今
の
と
こ
ろ
、「
初
編
」
①
に

「
二
編
近
刻
」
と
さ
れ
た
そ
の
二
編
（
③
④
）
の
版
行
時
期
と
板
元
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

①
が
出
た
翌
弘
化
三
年
、
板
元
が
江
戸
書
肆
に
替
わ
っ
て
初
編
①
は

早
速
改
題
再
版
（
②－

１
）
さ
れ
る
。
改
題
再
版
本
②－

１
に
も
、
初

版
本
①
の
奥
付
に
あ
っ
た
「
二
編
近
刻
」
と
い
う
奥
付
は
そ
の
ま
ま
残

る
。
そ
の
二
編
（
③
④
）
は
翌
弘
化
四
年
に
大
坂
で
刊
行
さ
れ
て
か
ら
、

嘉
永
六
年
に
江
戸
上
州
屋
重
蔵
板
⑤－

２
に
て
本
文
が
相
異
す
る
別
本

が
出
る
。

そ
し
て
、
改
題
再
版
本
の
初
編
で
あ
る
弘
化
三
年
刊
の
東
都
明
石
堂

板
②
を
、
吉
田
屋
文
三
郎
他
が
譲
り
受
け
た
の
か
、
嘉
永
三
年
に
も
初

編
（
⑤－

１
）
と
し
て
出
る
。
猶
、
③
④
と
は
本
文
が
相
異
す
る
嘉
永

六
年
刊
の
二
編
（
⑤－

２
）
の
摺
付
表
紙
に
「
貞
房
画
」
と
あ
っ
て
、

他
の
改
題
再
版
本
（
初
編
：
②－

１
、
⑤－

１
）
や
別
本
⑥
と
絵
組
の

意
匠
が
同
様
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
表
紙
絵
は
歌
川
貞
房
に
よ
る
と
察
せ

ら
れ
る
。
斯
く
し
て
川
柳
絵
本
『
い
ろ
は
蔵
新
柳
樽
』
は
、
地
元
の
関

西
を
離
れ
、
江
戸
へ
進
出
で
き
た
一
丸
画
の
早
い
例
に
当
た
る
。

他
に
も
、
前
掲
の
自
画
作
遊
戯
書
『
手
妻
早
伝
授
』
を
出
す
前
年
の

嘉
永
元
・
一
八
四
八
年
に
は
、
大
坂
の
書
房
三
軒
相
版
の
浄
瑠
璃
床
本

『
時
代
世
話
綺こ

と
ば
の語

艶あ
や

曲
つ
つり

つ
り（
注』

に
序
文
を
寄
せ
、
絵
と
画
賛
を
担
当
し
て
い

る
。
挿
絵
中
の
人
物
の
着
物
や
小
道
具
に
、
熊
手
の
紋
様
を
織
り
込
む
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傾
向
が
あ
る
こ
と
を
先
述
し
た
が
、
当
該
絵
入
り
床
本
に
も
「
画
賦
＋

<
十
貝
点>

字
」
の
印
、
熊
手
を
鏤
め
た
匡
郭
と
着
物
、
扇
子
が
用
い

ら
れ
る
。
十
返
舎
門
弟
と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
に
様
々
と
心
を
砕
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、
画
工
と
し
て
参
与
し
た
川
柳
絵
本
『
い
ろ
は
蔵
新
柳
樽
』

初
・
二
編
や
、
嘉
永
三
・
一
八
五
〇
年
刊
『
東
海
道
五
十
三
次
新
柳
樽
』

に
想
を
得
た
の
か
、
嘉
永
四
・
一
八
五
一
年
、
自
画
作
川
柳
絵
本
『
宮

嶋
名
所
新
膝
栗
毛（

（注

（
注

』
を
刊
行
す
る
。
全
十
八
丁
一
冊
も
の
で
、
見
返
し

題
は
「
厳
し
ま
参
詣
新
柳
樽
」
で
あ
る
。
前
掲
滑
稽
本
『
滑
稽
道
中
宮

島
土
産
』（
嘉
永
三
～
五
年
刊
）
と
同
じ
板
元
、
つ
ま
り
、
広
島
の
井
筒

屋
勝
治
郎
と
世
並
屋
伊
兵
衛
の
相
版
で
あ
る
こ
と
と
、
序
文
署
名
に
「
広

嶌
の
客
舎
に
筆
を
採
て
、
十
方
舎
一
丸
自
識
（
＋
唐
の
芋
に<

十
貝>

字
の
熊
手
印
）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
丸
が
故
郷
広
島
の
板
元
に
招
か

れ
た
際
、
前
掲
滑
稽
本
と
当
該
川
柳
絵
本
二
種
を
頼
ま
れ
た
と
想
像
さ

れ
る
。
巻
尾
に
は
「
十
方
舎
一
丸
著
」「
自
画
」
と
あ
っ
て
、
文
机
を
前

に
休
息
中
の
一
丸
の
滑
稽
な
自
画
像
が
描
か
れ
る
。
彼
の
衣
服
に
は
熊

手
模
様
が
、
座
布
団
に
は
唐
の
芋
に<

十
貝>

字
の
印
が
鏤
め
ら
れ
る
。

同
嘉
永
四
年
に
は
、
外
題
「
滑
稽
お
と
そ
噺
・
臍
の
茶
口
」、
序
題

「
滑
稽
・
臍
乃
茶
口
」
の
噺
本
『
臍
の
茶ち

ゃ
く
ち口

』
を
も
自
画
で
刊
行
す
る
。

全
丁
滑
稽
な
絵
入
り
の
噺
本
で
あ
る（

（注

（
注

。

以
上
、
一
丸
の
自
画
作
と
し
て
、
天
保
十
五
・
一
八
四
四
年
と
嘉
永

三
・
一
八
五
〇
年
～
五
年
の
滑
稽
本
（『
浮
世
談
合
膝
栗
毛
』『
滑
稽
道

中
宮
島
土
産
』）、
嘉
永
二
・
一
八
四
九
年
の
遊
戯
書
（『
手
妻
早
伝

授
』）、
絵
師
と
し
て
参
与
し
た
弘
化
二
・
一
八
四
五
年
と
同
四
年
の
川

柳
絵
本
（『
い
ろ
は
蔵
新
柳
樽
』）
の
書
誌
を
中
心
に
論
じ
、
猶
、
自
画

作
で
あ
る
嘉
永
四
・
一
八
五
一
年
の
川
柳
絵
本
（『
宮
嶋
名
所
新
膝
栗

毛
』）
と
噺
本
（『
臍
の
茶
口
』）
ま
で
触
れ
る
こ
と
で
、
広
島
・
大
坂
地

方
の
戯
作
が
中
央
へ
伝
播
さ
れ
る
過
程
を
も
少
々
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
著
作
活
動
が
可
能
で
あ
っ
た
背
景

に
は
、
弘
化
二
・
一
八
四
五
年
と
同
四
年
に
は
川
柳
絵
本
（『
い
ろ
は
蔵

新
柳
樽
』）、
嘉
永
元
・
一
八
四
八
年
に
は
床
本
（『
時
代
世
話
綺
語
艶

曲
』）、
同
三
年
に
は
再
び
川
柳
絵
本
（『
東
海
道
五
十
三
次
新
柳
樽
』）

の
画
工
を
頼
ま
れ
る
く
ら
い
、
画
力
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
戯

作
者
に
見
合
う
才
能
の
持
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ

に
加
え
て
、「
十
返
舎
門
弟
」
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
に
し

た
こ
と
が
功
を
奏
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅳ
．
結
語
：
十
返
舎
門
弟
と
い
う
意
味

本
稿
で
取
り
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
作
品
を
含
め
、
一
丸
は
他
に
も
天

保
十
四
・
一
八
四
三
年
～
嘉
永
五
・
一
八
五
二
年
ま
で
二
十
四
作
以
上

に
名
前
を
残
す
多
才
多
能
な
芸
人
、
作
家
、
画
工
と
し
て
、
江
戸
ま
で
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売
れ
た
地
方
戯
作
者
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
自
画
作
遊
戯
書
『
手
妻
早

伝
授
』
は
大
坂
で
初
編
が
板
行
さ
れ
て
数
ヶ
月
後
、
二
編
が
大
坂
と
江

戸
で
板
行
さ
れ
、
間
も
な
く
江
戸
・
大
坂
・
京
都
三
都
の
書
林
で
板
行

さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
作
に
な
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
一
丸
は
故
郷
広
島

の
板
元
に
招
か
れ
た
際
、
頼
ま
れ
た
と
思
し
き
自
画
作
川
柳
絵
本
『
宮

嶋
名
所
新
膝
栗
毛
』
と
自
画
作
滑
稽
本
『
滑
稽
道
中
宮
島
土
産
』
を
広

島
で
板
行
し
、
特
に
後
者
は
大
坂
や
江
戸
ま
で
流
通
・
販
売
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
大
蔵
の
作
品
は
写
本
で
あ
っ
た
と
い
う
地
方
戯
作
者
と
し
て

の
限
界
が
あ
っ
た
が
、
一
丸
は
大
都
会
・
大
坂
に
拠
点
を
置
い
た
と
い

う
地
理
的
利
点
も
助
か
っ
て
、
出
版
さ
れ
、
全
国
的
流
通
網
に
乗
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

一
丸
は
初
代
一
九
の
印
と
見
紛
う
ほ
ど
の
熊
手
紋
様
の
多
用
な
ど
、

作
中
に
十
返
舎
一
九
の
門
弟
で
あ
る
こ
と
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
こ

ろ
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。
初
代
一
九
の
本
名
・
重
田
貞
一
を
表
象
す
る

「
唐
の
芋
に<

貞>

字
」
の
熊
手
な
ら
ぬ
、「
唐
の
芋
に<

十
貝>
字
の

右
に
点
」
の
熊
手
を
用
い
て
い
る
。
貝
の
上
に
十
を
配
置
す
る
と
、
一

見
「
貞
」
に
見
え
て
し
ま
う（

（注

（
注

。
印
ま
で
も
初
代
一
九
を
徹
底
的
に
模
し

て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

先
行
研
究
で
「
一
丸
ほ
ど
纏
ま
っ
た
手
品
書
を
書
い
た
人
は
知
ら
な

い
」「
芸
人
」
と
い
わ
れ
る
く
ら
い
、
器
用
な
彼
の
生
業
は
手
品
師
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
十
返
舎
門
弟
の
側
面
に
お
い
て
、
大
蔵
と
は

正
反
対
の
立
場
を
取
る
理
由
も
斯
く
し
て
首
肯
で
き
よ
う
。
家
老
の
次

に
当
た
る
高
位
の
職
に
就
く
よ
う
な
名
門
・
名
家
出
身
の
藩
士
と
、
芸

人
の
彼
は
身
分
が
違
い
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
安
芸
生
ま
れ
で
浪
花
で
画

工
を
も
兼
ね
た
専
門
戯
作
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
一
丸
は
、
初
代
一

九
と
は
年
齢
も
地
域
も
掛
け
離
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
正
統
な
弟
子
で

あ
る
こ
と
を
疑
わ
れ
る
余
地
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
回
避
す
る
た
め
に
名

前
や
印
に
こ
だ
わ
っ
た
と
推
論
し
た
次
第
で
あ
る
。
十
返
舎
門
下
と
の

直
接
的
な
交
流
や
接
点
は
見
出
せ
な
い
が
、
一
丸
が
活
躍
し
た
ジ
ャ
ン

ル
は
初
代
一
九
の
得
意
と
す
る
分
野
と
重
な
る
。
ゆ
え
に
、
戯
作
商
品

と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
た
め
に
は
、
十
返
舎
門
下
で
あ
る
こ
と
を
主

張
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
斯
く
し
て
、
一
丸
の
著
作
活
動
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
ま
さ
し
く
「
十
返
舎
門
弟
・
多
芸
多
才
・
地
方
か
ら

江
戸
へ
」
と
い
え
る
。

以
上
、
本
稿
で
は
十
返
舎
一
九
の
門
弟
と
い
う
視
座
に
お
い
て
、
興

味
深
い
二
人
の
地
方
戯
作
者
に
注
目
し
た
。
第
一
、
佐
賀
藩
士
の
戯
作

者
「
一
編
舎
十
九
」
こ
と
蒲
原
大
蔵
・
孝
栄
で
あ
る
。
彼
が
一
九
の
門

弟
で
あ
っ
た
可
能
性
を
探
る
た
め
に
、
江
戸
の
十
返
舎
一
九
門
人
「
一

返
舎
十
九
」
と
同
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

よ
っ
て
、「
一
返
舎
十
九
」
の
署
名
例
や
大
蔵
の
処
女
作
、「
城
北
礫
石
・

十
返
舎
一
九
門
人
・
春
日
庵
」
の
正
体
、
年
齢
・
履
歴
・
地
域
、
経
歴
、

滑
稽
本
の
戯
号
、
同
名
異
人
の
際
の
問
題
点
な
ど
、
様
々
な
傍
証
を
以
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て
、
佐
賀
の
「
一
編
舎
十
九
」
と
江
戸
の
十
返
舎
一
九
門
人
「
一
返
舎

十
九
」
と
は
同
人
の
可
能
性
が
極
め
て
高
い
こ
と
を
提
唱
し
た
次
第
で

あ
る
。

第
二
、
広
島
出
身
に
て
大
坂
で
活
躍
す
る
多
芸
多
才
な
戯
作
者
「
十

方
舎
一
丸
」
で
あ
る
。
自
画
作
の
滑
稽
本
・
遊
戯
書
・
川
柳
絵
本
・
噺

本
な
ど
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
お
い
て
二
十
四
作
以
上
の
関
連
作
を
残

し
、
広
島
や
大
坂
で
刊
行
さ
れ
た
作
品
が
江
戸
・
京
都
へ
と
広
ま
っ
た

地
方
戯
作
者
で
あ
る
。
一
丸
は
初
代
一
九
と
は
年
齢
も
活
動
地
域
も
掛

け
離
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
執
拗
な
ま
で
に
熊
手
の
印
を
使
用
し
、
口

上
に
て
門
下
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
だ
ろ
う
と
推
論
し
た
次
第
で

あ
る
。

注

注
1	

中
野
三
敏
「
地
方
版
」「
田
舎
版
」『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
岩
波
書

店
、
一
九
九
九

注
2	

田
中
道
雄
編
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
９
編
第
１
巻
、
佐
賀
県
立
図
書
館

発
行
、
二
〇
〇
四
。
大
蔵
作
品
の
原
文
引
用
及
び
彼
の
基
本
的
な
経
歴
事

項
は
こ
れ
に
よ
る
。

注
3	

中
村
正
明
編
『
膝
栗
毛
文
芸
集
成
』
第
11
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
〇
、

p.571

注
4	

引
用
文
に
お
け
る
傍
線
・
太
字
・
番
号
・（
：
）
と
し
た
箇
所
は
稿
者
の

補
記
で
あ
る
。
以
下
同
。

注
5	

城
北
：
佐
賀
城
の
北
の
地
域
を
指
す
か
。
現
佐
賀
市
立
城
北
中
学
校
が
佐

賀
城
の
北
に
所
在
。

	

　
「
礫
石
村
／
春
日
村
」
は
佐
賀
城
の
北
に
位
置
す
る
現
佐
賀
市
大
和
町

に
所
在
し
て
い
た
。
現
大
和
町
に
春
日
小
学
校
所
在
。
現
大
和
町
内
に
位

置
す
る
「
春
日
山
」
は
春
日
明
神
垂
跡
の
霊
地
か
ら
来
た
名
で
あ
る
（
佐

賀
市
地
域
文
化
財
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
イ
ト
参
照
）。

	

　

一
編
舎
十
九
作
『
薬
師
ち
よ
ん
が
れ
』
の
冒
頭
「
栄
城
北
畔
平
島
村
に

安
置
し
ま
す
南
無
薬
師
瑠
璃
…
」
の
「
栄
城
」
は
佐
賀
城
の
別
名
。

	

　

一
編
舎
十
九
作
『
草
庵
の
記
』
本
文
中
に
「（
敷
山
神
社
の
）
並
木
の

桜
に
か
す
む
目
は
春
日
山
（
川
上
峡
の
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
東
に
あ
り
、

佐
賀
平
野
に
面
し
た
小
山
。
佐
賀
郡
大
和
町
内
：
頭
注
）
の
青
葉
…
」 

注
6	

中
村
幸
彦
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
四
巻
、
中
央
公
論
社
、p.368

～373

注
7	

尾
崎
久
弥
『
増
訂
江
戸
軟
文
学
考
異
』
文
修
堂
、
一
九
三
三

注
8	

中
村
正
明
編
『
膝
栗
毛
文
芸
集
成
』
全
40
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
〇

～
二
〇
一
七

注
9	

「
四
返
半
舎
四
分
半
九
」、「
九
牛
舎
一
毛
」
の
二
人
は
、
本
集
成
収
載
の

作
品
以
外
は
、
他
に
著
作
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
詳
細
不
明
の
人
物
で

あ
る
。

注
10	

一
九
代
々
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
ａ
「
三
代
目
一
九
こ
と
初
代
三
亭
春
馬
の

錯
綜
す
る
小
伝
・
戯
号
再
考
」（『
日
本
学
研
究
』
56
、
檀
国
大
学
校
日
本

研
究
所
、
二
〇
一
九
）、
拙
稿
ｂ
「
礫
川
南
嶺
・
東
船
笑
登
満
人
・
十
字

亭
三
九
に
関
す
る
再
考
察
」（『
語
文
研
究
』
130
・
131
、
九
州
大
学
国
語
国

文
学
会
、
二
〇
二
一
）
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
11	

初
代
一
九
は
寛
政
七
年
刊
『
奇
妙
頂
礼
胎
錫
杖
』『
心
学
時
計
草
』
の
序

文
署
名
「
十
遍
舎
一
九
」、『
新
鋳
小
判
の
み
み
た
ぶ
』
の
巻
尾
名
壺
「
十

扁
舎
一
九
」、
寛
政
八
年
刊
『
御
誂
向
鼠
嫁
入
』
の
序
文
署
名
「
十
偏
舎

一
九
」、『
化
物
年
中
行
状
記
』
の
序
文
署
名
「
十
遍
斎
舎
一
九
」（
以
上
、

国
会
蔵
本
よ
り
）
と
い
う
ふ
う
に
、「
へ
ん
」
に
あ
た
る
漢
字
を
「
遍
・

扁
・
偏
」
と
三
通
り
用
い
て
い
た
。
享
和
二
年
『
道
中
膝
栗
毛
』
以
降
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「
十
返
舎
一
九
」
に
定
着
す
る
。「
編あ

む

」
に
あ
た
る
漢
字
を
用
い
た
署
名
例

は
管
見
に
入
ら
な
い
。

注
12	
元
木
網
（
も
と
の
も
く
あ
み
）、
智
恵
内
子
（
ち
え
の
な
い
し
）、
頭
光

（
つ
ぶ
り
の
ひ
か
る
）
等
々
。

注
13	

「
十
七
歳
（
：
寛
政
十
一
年
）
に
し
て
兄
ニ
随
従
し
て
東
武
に
趣
く
と
い

へ
ど
も
、
朝
か
ら
晩
ま
て
江
戸
中
を
奔
走
し
て
仕
出
す
業
ひ
と
つ
も
な
く
、

或
時
は
采
女
か
原
の
豆
蔵
（
：
大
道
芸
）
を
か
わ
か
し
（
：
ひ
や
か
し
）、

筑
葉
町
の
し
る
こ
餅
に
懐
中
を
穿
ち
、
大
和
田
の
蒲
焼
ニ
鼻
を
動
す
は
か

り
其
味
ひ
を
し
ら
す
。
神
明
の
茶
屋
女
の
流
し
目
に
う
つ
ゝ
を
ぬ
か
し
、

百
文
の
鉄
炮
店
に
下
の
飢
を
凌
き
、
夜
は
窓
先
の
夜
鷹
そ
は
に
借
金
嵩
り
、

身
代
を
潰
し
、
羽
織
も
袴
も
質
屋
の
て
っ
ち
に
し
て
や
ら
れ
、
進
退
既
に

極
り
て
欠
落
の
境
、
十
歩
に
し
て
九
歩
ニ
到
る
」

注
14	

田
中
道
雄
編
『
佐
賀
県
近
世
史
料
』
第
９
編
第
１
巻
、
前
掲
書
、p.35

注
15	

河
合
勝
・
長
野
栄
俊
『
日
本
奇
術
文
化
史
』
日
本
奇
術
協
会
、
二
〇
一
六
、

p.384

。
横
山
泰
子
氏
よ
り
当
該
本
の
存
在
を
ご
教
示
頂
い
た
。

注
16	

加
藤
好
夫
編
集
・
製
作http://w
w
w
.ne.jp/asahi/kato/yoshio/

aiueo-zenesi/i-zenesi/itim
aru-jyuppousya.htm

l

注
17	

『
膝
栗
毛
文
芸
集
成
』
第
24
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
四
）
所
収
影
印

本
を
底
本
に
す
る
（
翻
字
は
稿
者
）。
本
文
中
、
一
丸
本
人
が
登
場
す
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
て
、
そ
の
挿
絵
二
図
に
は
、
熊
手
を
鏤
め
た
着
物
を

着
た
一
丸
が
描
か
れ
る
。

注
18	

こ
の
唐
の
芋
の
中
に
、<

十
貝>

字
を
書
き
、
そ
の
右
に
黒
点
を
付
す
印

を
、
以
下
「<

十
貝
点>

字
の
印
」
と
略
称
す
る
場
合
が
あ
る
。

注
19	

『
膝
栗
毛
文
芸
集
成
』
第
31
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
六
）
所
収
影
印

本
を
底
本
に
、
横
山
邦
治
『
近
世
・
近
代
文
学
の
形
成
と
展
開
』（
和
泉

書
院
、
一
九
九
七
）
所
収
翻
字
文
を
参
照
す
る
。

注
20	

『
膝
栗
毛
文
芸
集
成
』
第
31
巻
（
前
掲
書
）
の
解
題p.723

注
21	

鈴
木
俊
之
『
一
九
が
町
に
や
っ
て
き
た
』
高
美
書
店
、
二
〇
〇
一
、p.8

～

9

注
22	

底
本
に
は
当
該
跋
文
な
く
、
横
山
邦
治
翻
字
文
に
よ
る
。

注
23	

拙
稿
ｃ
「
十
返
舎
一
九
の
高
弟
、
金
鈴
舎
一
寶
と
五
返
舎
半
九
に
つ
い
て
」

（『
日
本
語
文
學
』
93
、
韓
国
日
本
語
文
学
会
、
二
〇
二
二
）
及
び
、
拙
稿

ａ
「
三
代
目
一
九
こ
と
初
代
三
亭
春
馬
の
錯
綜
す
る
小
伝
・
戯
号
再
考
」

（『
日
本
学
研
究
』
56
、
前
掲
書
）
に
詳
し
い
。

注
24	

http://w
w
w
.ohya-shobo.com

/catalog_list_scope.php?print_id=
7080&

nbid=1bb6dbf0f 548e5351c2b45f 091f 139e3

注
25	

『
江
戸
時
代
庶
民
文
庫
』
所
収
影
印
本
（
：
高
田
史
郎
訳
・
私
家
版
を
翻

字
し
た
も
の
）、
大
空
社
、
一
九
九
八

注
26	

山
本
慶
一
『
緒
方
奇
術
文
庫
書
目
解
題
』
一
九
九
二
、
紀
伊
國
屋
書
店
、

p.43

～47

注
27	

文
政
八
年
刊
と
い
う
説
も
あ
る
が
、「
己
酉
」
を
「
乙
酉
」
の
よ
う
に
書

く
癖
や
活
動
時
期
か
ら
鑑
み
て
、
次
掲
拙
稿
ｄ
で
は
疑
問
視
し
た
。

注
28	

『
忠
臣
蔵
』
第
六
巻
（
兵
庫
県
赤
穂
市
史
編
纂
室
、
一
九
九
七
、p.43

～

61

）
に
、
当
該
の
初
編
の
み
影
印
と
翻
字
文
が
収
載
さ
れ
る
の
で
そ
れ
を

底
本
に
す
る
。

注
29	

初
編
や
三
編
はhttp://book.geocities.jp/ongyoku/j77/jouhou77.

htm

搭
載
本
、
二
編
は
早
大
本
で
確
認
し
た
。

注
30	

『
膝
栗
毛
文
芸
集
成
』
第
35
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
六
）
所
収
影
印

本
を
底
本
に
す
る
。

注
31	

本
節
で
取
り
上
げ
た
一
丸
作
品
の
詳
し
い
書
誌
は
、
拙
稿
ｄ
「
地
方
戯
作

者
の
多
彩
な
作
画
活
動
考
：
十
方
舎
一
丸
の
手
品
絵
本
『
手
妻
早
伝
授
』・

川
柳
絵
本
『
い
ろ
は
蔵
新
柳
樽
』
を
中
心
に
」（『
日
本
語
文
学
』
95
、
韓

国
日
本
語
文
学
会
、
二
〇
二
二
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
32	

強
い
て
言
う
な
ら
、
戯
号
も
「
一
九
」
に
点
を
付
け
加
え
た
の
み
の
「
一
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丸
」
で
、「
一
九
」
と
読
ん
で
し
ま
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
一

丸
作
噺
本
『
臍
の
茶
口
』
が
、
鈴
木
作
次
郎
編
『
故
人
名
作
四
笑
』（
愛

知
博
文
社
、
一
八
九
三
）
に
、「
臍
の
茶
口　

東
都　

十
返
舎
一
九
著
」
と

し
て
翻
字
・
紹
介
さ
れ
る
。

附
記:

本
稿
は
二
〇
一
六
年
七
月
二
十
三
日
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
研
究

会
で
口
頭
発
表
し
た
一
部
に
加
筆
と
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上

に
お
い
て
ご
教
示
下
さ
っ
た
横
山
泰
子
氏
、
小
林
ふ
み
子
氏
に
深
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
猶
、
本
稿
は
全
南
大
学
校
国
立
大
育
成
事
業
（
課
題
番
号
：

2021

・4075

）
の
支
援
を
頂
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
か
ん　

じ
ひ
ょ
ん
・（
韓
国
）
全
南
大
学
校
教
授
）




